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Ⅰ．経済指標 

【GDP】1～9 月の GDP は前年同期比+9.8% 

1～9 月の国内総生産（GDP）は 82 兆 3,131 億元となり、実質

成長率は前年同期比+9.8％、過去 2 年間の平均で+5.2％となっ

た。四半期別では、1～3 月は+18.3％、4～6 月は+7.9％、7～9

月は+4.9％。産業別では、1～9 月、第 1 次産業は前年同期比

+7.4％の 5 兆 1,430 億元、第 2 次産業は+10.6％の 32 兆 940 億

元、第 3 次産業は+9.5％の 45 兆 761 億元となった（図表 1、図表

2）。第 1 次・第 2 次・第 3 次産業の GDP に占める割合はそれぞ

れ 7.9％、39.1％、53.0％で、経済成長をそれぞれ 0.6 ポイント、

1.3 ポイント、2.9 ポイント押し上げた。 

1～9 月、経済成長に対する最終消費支出の貢献率は 64.8％

で、GDP を 6.3 ポイント押し上げ、資本形成の貢献率は 15.6％で、

GDPを 1.5ポイント押し上げ、純輸出の貢献率は 19.5％で、GDP

を 1.9 ポイント押し上げた。 

*以下全ての図表は国家統計局、税関総署、人民銀行、商務部、財政部のデータを基に作成 
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【図表 1】 経済成長率の推移（%） 
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【鉱工業】1～9 月の工業企業生産高は前年同期比+11.8%、高技術製造業が好調 

1～9 月の一定規模以上の工業企業付加価値ベース生産高は前年同期比+11.8％、2 年間平均で+6.4％、

9月単月は前年同月比+3.1％となった。業種別では、採鉱業は+4.7％、電力・熱力・ガス及び水生産・供給業

は+12.0％、製造業は+12.5％、うち設備製造業、高技術製造業は+16.2％、+20.1％で全体を上回った。業種

別では、41 業種のうち、39 業種はプラス成長となり、半数以上の業種は 2 桁増を実現した。製品別では、612

品目の工業主要製品のうち、494 品目の生産量は前年同期比プラス成長となった。新エネルギー車、産業ロ

ボット、集積電路の生産量はそれぞれ+172.5％、+57.8％、+43.1％で、2 年間平均でいずれも 28％を超えた。

企業体別では、国有企業は+9.6％、株式制企業は+12.0％、外資系企業は+11.6％、私営企業は+13.1％の

増加となった（図表 3）。 

 

【投資】1～9 月の固定資産投資は前年同期比+7.3%、製造業投資が同+14.8% 

1～9 月の固定資産投資（農家を除く）は前年同期比+7.3%の 39 兆 7,827億元、2 年平均で+3.8％となった。

分野別では、インフラ投資は+1.5％、製造業投資は+14.8％、不動産投資は+8.8％（図表 4）。産業別では、

第 1 次産業は+14.0％、第 2 次産業は+12.2％、第 3 次産業は+5.0％。高技術産業は+18.7％、うち高技術製

造業と高技術サービス業はそれぞれ+25.4％、+6.6％。中でも、コンピューター・オフィス設備製造業

（+40.8％）、航空・宇宙機と設備製造業（+38.5％）、電子商サービス業（+43.8％）、検査検測サービス業

（+23.7％）の伸びが高かった。また、民生分野の投資は+11.8％、2 年平均で+10.5％で、うち衛生は+31.4％、

教育は+10.4％となった。 

 

【不動産】1～9 月の不動産開発投資は前年同期比+8.8%、 

1～9 月の不動産開発投資は前年同期比+8.8%の 11 兆 2,568 億元、2 年平均で+7.2％となった。うち住宅

投資は+10.9％の 8 兆 4,906 億元。東部地域は+7.9％、中部地域は+14.3％、西部地域は同+6.9％、東北地

域は+3.7％。不動産販売面積は+11.3％の 13億 332万㎡、うち住宅は+11.4％、オフィスは+3.1％、商業施設

は+0.7％。不動産販売額は+16.6％の 13 兆 4,795 億元、うち住宅は+17.8％、オフィスは+0.5％、商業施設は

+0.5％。9 月末の不動産在庫は 5 億 285 万㎡で、8 月末より 296 万㎡減少した（図表 5）。うち、住宅、オフィ

スと商業施設在庫はそれぞれ 185 万㎡、39 万㎡、61 万㎡減少した。 

 

 

【図表 2】 経済成長率の推移（四半期） 【図表 3】 一定規模以上工業企業生産高と利益（%） 
（%） （兆元） 
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【貿易】1～9 月の輸出入は前年同期比+32.8％、主要市場が全てプラス成長 

1～9 月の輸出入額は前年同期比+32.8％の 4 兆 3,741 億ドル、うち、輸出は+33.0％の 2 兆 4,008 億ドル、

輸入は+32.6％の 1 兆 9,732 億ドルとなり、貿易収支は 4,275 億ドルの黒字となった。国・地域別では人民元

建てで、ASEANは引き続き最大の相手国で、輸出入額全体の 14.4％を占めた。EU、米国、日本、韓国向け

輸出入はそれぞれ 20..5％、24.9％、11.2％、17.3％の増加、「一帯一路」沿線国と RCEP 貿易パートナーとの

輸出入額はそれぞれ 23.4％、19.3％の増加となった。また、機電製品の輸出は+23％で、輸出額全体の

58.8％を占めた。輸出入額全体に占める一般貿易の割合は 61.8％で、前年同期から 1.4 ポイント上昇。民営

企業の輸出入額は+28.5％で、輸出入額全体の 48.2％を占めた（図表 6、図表 7）。 

 

 

【消費】1～9 月の社会消費財小売総額は前年同期比 16.4% 

1～9 月の社会消費財小売総額は前年同期比+16.4％の 31 兆 8,057 億元、自動車を除いた消費財小売総

額は同+16.3％の 28兆 5,992 億元となった。項目別では、商品小売は+15.0％の 28兆 5,307億元、飲食収入

は+29.8％の 3 兆 2,750 億元。食品と日用品の小売額はそれぞれ+14.5％、+16.0％。都市部と農村部はそれ

【図表 4】 固定資産投資の推移（%） 【図表 5】 不動産市場の動向 
（%） （億㎡） 
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【図表 6】 輸出入の推移 【図表 7】 国・地域別輸出の推移（%） 
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ぞれ+16.5％、+15.6％。宝飾品、スポーツ・娯楽用品、文化・オフィス用品、通信器材はそれぞれ 41.6％、

28.6％、21.7％、17.5％、2 年平均で 11.3％、17.2％、12.3％、12.2％となり、コロナ前の同期平均水準を超え

た。また、ネット小売額は+18.5％の 9 兆 1,871 億元、うち実物商品の小売額は+15.2％の 7 兆 5,042 億元で、

社会消費財小売総額を 3 ポイント以上押し上げた（図表 8、図表 9）。 

 

 

【物価】1～9 月の CPI は前年同期比+0.6%、PPI は+6.7% 

1～9 月の消費者物価指数（CPI）は前年同期比+0.6％、上昇幅が 1～6 月から 0.1 ポイント拡大した。食品

価格は▲1.6％、下落幅が 1～6 月から 1.4 ポイント拡大し、CPI を 0.3 ポイント押し下げた。豚肉価格は昨年

10月から連続の下落となり、今年1～9月は▲28.0％で、下落幅が1～6月から8.7ポイント拡大し、CPIを0.66

ポイント押し下げた。非食品価格は+1.1％で、上昇幅が 1～6 月から 0.4 ポイント拡大し、CPI を 0.93 ポイント

押し上げた。食品とエネルギー価格を除いたコア CPI は+0.7％で、1～6 月から 0.3 ポイント拡大。また、生産

者物価指数（PPI）は+6.7％上昇し、上昇幅が 1～6 月から 1.6 ポイント拡大した（図表 10、図表 11）。 

 

【図表 8】 社会消費財小売総額の推移（%） 【図表 9】 項目別社会消費財小売総額の推移（%） 
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【所得】1～9 月の 1 人当たり可処分所得の名目伸び率は 10.4% 

1～9月の 1人当たり可処分所得は 26,265元で、名目伸び率は前年同期比+10.4％、物価要因を除いた実

質伸び率は+9.7％となった。2 年平均伸び率で、名目は+7.1％、実質は+5.1％となった。コロナ渦、水災およ

び昨年同期の水準が高かったため、1～9 月の住民所得は名目と実質で 1～6 月よりそれぞれ 2.2 ポイント、

2.3 ポイント鈍化した。常住地ベースで、都市部住民の 1 人当たり可処分所得は 35,946 元で、名目伸び率は

+9.5％、実質伸び率は+8.7％。農村部住民の1人当たり可処分所得は13,726元で、名目伸び率は+11.6％、

実質伸び率は+11.2％。都市部と農村部住民の所得の格差は 2.62 倍で、前年同期より 0.05 ポイント縮小。1

人当たり可処分所得の中央値は+8.0％の 22,157 元となった（図表 12）。 

 

【雇用】1～9 月の都市部雇用は 1,045 万人増加、9 月の調査失業率は 4.9% 

1～9 月の都市部新規雇用者数は 1,045 万人と、年間目標（1,100 万人）の 95.0％を達成した。9 月の都市

部調査失業率は 4.9％で、8 月より 0.2 ポイント低下、前年同期より 0.5 ポイント低下。地元戸籍人口の調査失

業率は 5.0％、外来戸籍人口の調査失業率は 4.8％。16～24 歳、25～59 歳人口の調査失業率はそれぞれ

14.6％、4.2％。31 大都市の都市部調査失業率は 5.0％で、8 月より 0.3 ポイント低下。9 月末の出稼ぎ労働者

は 18,303 万人で、6 月末より 70 万人増加した（図表 13）。 

 

【金融】9 月末のマネーサプライは前年同期比+8.3％、1～9 月の新規社会融資額は 24.7 兆元 

9月末の狭義のマネーサプライM1（流通中現金と企業当座預金）残高は前年同期比+3.7％の 62兆 4,600

億元で、伸び率は前年同期より 4.4 ポイント低下した。広義のマネーサプライ M2（M1 と企業定期預金、個人

貯蓄預金等）残高は同+8.3％の 234 兆 2,800 億元で、伸び率は同 2.6 ポイント低下。9 月末の貸出残高は前

年同期比+11.4％の 195 兆 5,600 億元、うち人民元建て貸出残高は同+11.9％の 189 兆 4,600 億元。1～9 月

の新規人民元貸出は 16 兆 7,200 億元で、前年同期より 4,624 億元増加。9 月末の預金残高は同+8.7％の

235 兆 6,200 億元、うち人民元建て預金残高は同+8.6％の 229 兆 1,800 億元。1～9 月の新規人民元預金は

16兆6,100億元で、前年同期より1兆5,400億元減少。また、9月末の社会融資総額の残高は同+10％の308

兆 500 億元、1～9 月の新規社会融資額は 24 兆 7,500 億元で、前年同期より 4 兆 8,700 億元減少した（図表

14、図表 15）。 

 

【図表 12】 1 人当たり可処分所得の成長率（%） 【図表 13】 都市部調査失業率の推移（%） 

注：都市部調査失業率（25-59 歳人口）の 2021 年 1 月のデータは未発表 
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【外貨準備】9 月末の外貨準備残高は 3 兆 2,006 億ドル  

2021 年 9 月末時点の外貨準備残高は 3 兆 2,006 億ドルで、8 月末より 315 億ドル減少した（図表 16）。 

 

【FDI/ODI】1～9 月の対中直接投資は+25.2％の 1,292 億 6,000 万ドル 

1～9月の対中直接投資実行額（FDI、金融業を除く）は前年同期比+25.2％の 1,292 億 6,000万ドル、人民

元建てでは同+19.6%の 8,595 億 1,000 万元となった。産業別では、サービス業は同+22.5％の 6,853 億 2,000

万元、ハイテク産業は+同 29.1％、うち、ハイテクサービス業とハイテク製造業はそれぞれ+33.4％と+15.2％。

国別では、「一帯一路」沿線国、ASEAN はそれぞれ+31.9％、+31.4％。地域別では、東部、中部と西部はそ

れぞれ 19.8％、29％と 4.1％の増加となった（図表 17）。 

 

 

 

【図表 14】 貸出残高及びマネーサプライの推移 【図表 15】 社会融資規模の推移（億元） 
（兆元） （%） 

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

12.0

14.0

16.0

0

2

4

6

8

10

12

20
20
/
09

20
20
/
10

20
20
/
11

20
20
/
12

20
21
/
01

20
21
/
02

20
21
/
03

20
21
/
04

20
21
/
05

20
21
/
06

20
21
/
07

20
21
/
08

20
21
/
09

新規人民元建て

貸出（右軸）

YoY:M2

YoY:M1

-20,000

-10,000

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

20
20
/
09

20
20
/
10

20
20
/
11

20
20
/
12

20
21
/
01

20
21
/
02

20
21
/
03

20
21
/
04

20
21
/
05

20
21
/
06

20
21
/
07

20
21
/
08

20
21
/
09

株式

企業債

未割引銀行手形

信託貸出

委託貸出

外貨貸出

人民元貸出

【図表 16】 外貨準備高の推移（億ドル） 【図表 17】 FDI と ODI の推移 

（億ドル） （%） 

-30

-20

-10

0

10

20

30

40

50

0

20

40

60

80

100

120

140

160

180

200

20
20
/
09

20
20
/
10

20
20
/
11

20
20
/
12

20
21
/
01

20
21
/
02

20
21
/
03

20
21
/
04

20
21
/
05

20
21
/
06

20
21
/
07

20
21
/
08

20
21
/
09

FDI（実行ベース）

ODI（除く金融類）

YoY:FDI（実行ベース）

YoY:ODI（除く金融類）

29,500

30,000

30,500

31,000

31,500

32,000

32,500



MUFG バンク（中国）経済週報臨時号 

2021 年 10 月 25 日 第 124 期  
 

  7  
  

Ⅱ．コメント 

1-9 月期の経済成長率は 9.8%となり、年間目標の+6%前後を上回ったものの、第 3 四半期の実質 GDP 成

長率は前年同期比+4.9%と、第 2 四半期の 7.9%から減速し経済の下振れ圧力が高まっているとみられる。 

1-9 月期の経済成長に対する寄与率をみると、最終消費が 64.8%、資本形成総額が 15.6%、純輸出が

19.5％となった。コロナ禍前の 2019 年同期の寄与率と比較すれば、消費が 5.7 ポイント上昇し、投資が 8.0 ポ

イント低下し、純輸出は 2.2 ポイント上昇した。消費が引き続き回復し、輸出が予想以上に拡大しているが、一

方で、投資の減速が経済成長の最大な押し下げ要因となった。 

原油、石炭、金属価格の大幅上昇を受けて、9月のPPI（生産者物価）は 10.7%の上昇を記録したが、一方

で、CPI（消費者物価）は 0.7％の上昇にとどまった。PPI と CPI の動きは徐々に異なる方向性となり、9 月末時

点の差は 10 ポイントに達し、過去最大を記録した。PPI と CPI のポイント差の拡大はスタグフレーション（経済

成長の減速と同時に物価が上昇する）の兆しとも言われている。また、需要不足で価格転嫁が難しいため、川

下の企業業績が圧迫される。経済成長を持続するためには、消費と投資を始めとする内需の拡大が必要とな

ろう。 

実際、政策面では、リスク防止を重視して不動産関連の融資を抑制し、地方債の発行ペースは例年より遅

くなっている。さらに、コロナや電気制限関連の操業停止を受け、労働者の収入に短期的に影響を及ぼす可

能性もあり、収入減は消費を抑えることに繋がる可能性もある。第 4四半期は、内需拡大の政策出動が期待さ

れるが、経済成長とリスク防止の舵取りは容易ではない。 

IMF は 10 月に最新版の『世界経済展望報告書』を発表し、2021 年の世界経済の成長率は+5.9%に下方

修正し、2022年の成長率は+4.9%に据え置くことになった。主要国の中では、中国と米国はそれぞれ 0.1ポイ

ントと 1.0 ポイント下方修正され、EU は 0.4 ポイント上方修正された。今後の見通しについては、中国経済は

引き続き比較的安定すると見込まれるが、スタグフレーション圧力をいかにコントロールし、国内需要を拡大す

るかが主な政策課題となるだろう。 
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【付表】経済指標一覧 

 
 

 

MUFG バンク（中国） リサーチ＆アドバイザリー部 

中国調査室 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1-3月 1-6月 1-9月 1-12月 1-3月 1-6月 1-9月 1-12月 1-3月 1-6月 1-9月

国内総生産（GDP） 兆元 21.3433 45.0933 69.7798 99.0865 20.6504 45.6614 72.2786 101.5986 24.9310 53.2167 82.3131

累計ベース（前年比） ％ 6.4 6.3 6.2 6.1 -6.8 -1.6 0.7 2.3 18.3 12.7 9.8

1-3月 4-6月 7-9月 10-12月 1-3月 4-6月 7-9月 10-12月 1-3月 4-6月 7-9月

四半期ベース（前年比） ％ 6.4 6.2 6.0 6 -6.8 3.2 4.9 6.5 18.3 7.9 4.9

第一次産業 兆元 0.8769 2.3207 4.3005 27462 1.0186 2.6053 4.8123 7.7754 1.1332 2.8402 2.3028

前年比 ％ 2.7 3.0 2.9 3.4 -3.2 0.9 2.3 3.0 8.1 7.8 7.1

第二次産業 兆元 8.2346 17.9984 27.7869 10.9253 7.3638 17.2759 27.4267 38.4255 9.2623 20.7154 11.3786

前年比 ％ 6.1 5.8 5.6 5.8 -9.6 -1.9 0.9 2.6 24.4 14.8 3.6

第三次産業 兆元 12.2317 24.7743 37.6925 14.1305 12.268 25.7802 40.0397 55.3977 14.5355 29.6611 15.415

前年比 ％ 7.0 7.0 7.0 6.6 -5.2 -1.6 0.4 2.1 15.6 11.8 5.4

工業
鉱工業生産
（付加価値ベース）

％ 6.5 6.0 5.6 5.7 -8.4 -1.3 1.2 2.8 24.5 15.9 11.8

全社会固定資産投資 兆元 10.1871 29.9100 46.1204 55.1478 8.4145 28.1603 43.6530 51.8907 9.5994 25.5900 39.7827

前年比 ％ 6.3 5.8 5.4 5.4 -16.1 -3.1 0.8 2.9 25.6 12.6 7.3

社会消費財小売総額 兆元 9.7790 19.5210 29.6674 41.1649 7.8580 17.2256 27.3324 39.1981 10.5221 21.1904 31.8057

前年比 ％ 8.3 8.4 8.2 8.0 -19.0 -11.4 -7.2 -3.9 33.9 23.0 16.4

輸出入 兆元 7.0051 14.6675 22.9100 31.5446 6.5742 14.2379 23.1151 32.1557 8.4687 18.0651 28.3264

前年比 ％ 3.7 3.9 2.8 3.4 -6.4 -3.2 0.7 1.9 29.2 27.1 22.7

輸出 兆元 3.7674 7.9521 12.4803 17.2298 1.2927 7.7134 12.7103 17.9326 4.6140 9.8493 15.5477

輸出の前年比 ％ 6.7 6.1 5.2 5.0 -3.5 -3.0 1.8 4.0 38.7 28.1 22.7

輸入 兆元 3.2377 6.7155 10.4342 14.3148 1.1532 6.5245 10.4048 14.2231 3.8547 8.2157 12.7787

輸入の前年比 ％ 0.3 1.4 -0.1 1.6 2.4 -3.3 -0.6 -0.7 19.3 25.9 22.6

貿易収支 兆元 0.5297 1.2366 2.0462 2.9150 0.0983 1.1889 2.3054 3.7096 0.7593 1.6336 2.7691

全国住民消費価格指数 101.8 102.2 102.5 102.9 104.9 103.8 103.3 102.5 100.0 100.5 100.6

工業品出荷価格指数 100.2 100.3 104.0 99.7 99.4 98.1 98.0 97.7 102.1 105.1 106.7

都市部1人当たり可処分所得 元 11,633 21,342 31,939 42,359 8,561 21,665 32,821 32,189 13,120 24,125 26,265

前年同期比（実質ベース） ％ 5.9 5.7 5.4 5 -3.9 -2.0 -0.3 2.1 12.3 11.4 9.7

農村部1人当たり純収入 元 4,600 7,778 11,622 16,021 4,641 8,069 12,297 17,131 5,398 9,248 13,726

前年同期比(実質ベース） ％ 6.9 6.6 6.4 6.2 -4.7 -1.0 1.6 6.9 16.3 14.6 11.2

M2 (M1+準通貨) 兆元 188.94 192.14 195.23 198.65 208.90 213.49 216.41 218.68 227.65 231.78 234.28

前年同期比 ％ 8.6 8.5 8.4 8.7 10.1 11.1 10.9 10.1 9.4 8.6 8.3

人民元預金増加額
（年初より）

兆元 6.31 10.05 13.22 15.36 8.70 14.55 18.15 19.65 8.35 14.05 16.61

前年同期比 兆元 1.24 1.05 1.21 1.21 1.76 4.50 4.93 4.28 0.28 0.67 -1.54 

人民元貸出増加額
（年初より）

兆元 5.81 9.67 13.63 16.81 7.10 12.09 16.26 34.86 7.67 12.76 16.72

前年同期比 兆元 0.95 0.64 0.49 0.64 1.29 2.42 6.59 9.19 0.57 -0.51 0.46

（出所）国家統計局、人民銀行、税関総署、商務部などの統計をもとに当行中国調査室作成

2021

投資

前年同期
＝100

金融

所得

物価

貿易

消費

20202019

GDP

指標 単位
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